大阪市立昭和中学校　令和元年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）

	年度目標
	達成状況

	【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】

全市共通目標（小・中学校）
・年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合を95％以上にする。
・年度末の校内調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割合を90％以上にする。
・年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害生徒数を前年度より減少させる。
・年度末の校内調査において、新たに不登校になる生徒の割合を前年度より減少させる。
学校園の年度目標
・年度末の校内調査において「学校へ行くのが楽しい」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割合を83％以上にする。
・年度末の校内調査において「先生はいじめや校内暴力など私たちが困っていることについて対応してくれる」の項目において「対応してくれる（どちらかといえば対応してくれる）」と答える生徒の割合を85％以上にする。
・年度末の校内調査において「将来の夢や目標を持っていますか」の項目について「持っている（どちらかといえば持っている）」と答える生徒の割合を本年の全国学テ平均レベルにする。
・道徳の時間に、読み物資料を教材として行う授業を各学年22時間以上確保する。
・地域と合同の防災教育を年１回以上実施する。
・年度末の校内調査において「保護者や地域の人々といっしょになって学習や作業をすることがある」の項目において「ある（どちらかといえば、ある）」と答える生徒の割合を56%以上にする。
・年度末の校内調査において「授業以外に、週当たりどれくらいの時間、読書をしますか」の項目について「30分未満」と答える生徒の割合を30％以下にする。
	Ｂ


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【施策１　安全で安心できる学校、教育環境の実現】
「学校いじめ防止基本方針」に則り、すべての教職員が「いじめ」を見抜く鋭敏な感覚を養い、事案の未然防止および早期解決に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	Ｂ

	指標　いじめ防止に関する委員会を開催するとともに、全教職員で情報共有する場を月に１回以上設ける。
	

	取組内容②【施策１　安全で安心できる学校、教育環境の実現】
災害発生時に支援者となる視点から、安全で安心な社会づくりに貢献する態度を育成する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	Ｂ

	指標　地域関係諸機関と連携した防災教育を、年に１回以上実施する。
	

	取組内容③【施策２　道徳心・社会性の育成】
人間としての生き方を考えさせる道徳教育を、道徳教育推進教師を中心に、全教職員の共

通理解のもとで推進する。
	Ｂ

	指標　読み物資料を教材とした道徳の授業実践を、各学年とも22時間以上行う。
	

	取組内容④【施策２　道徳心・社会性の育成】
演劇・音楽・伝統文化等芸術に親しむ機会を創出し、生徒の情操を育む。
	Ｂ

	指標　全校生徒を対象とした芸術鑑賞会を１回以上実施する。
	

	取組内容⑤【施策２　道徳心・社会性の育成】
社会的・職業的自立に向け、子どもの勤労観・職業観を育てるため、職業講話や職業体験

学習など、子どもの発達段階に応じた体系的・系統的なキャリア教育を推進する。
	Ｂ

	指標　全ての学年において、年に１回以上、キャリア教育を実施する。
	

	取組内容⑥【施策３　地域に開かれた学校づくりと生涯学習の支援】
学校元気アップ地域本部事業と協力し、地域の力を学校に取り込みながら、生徒・保護者・教職員が、潤いのある校内環境を整えることを通して、情操豊かな生徒を育成する。
	Ｂ

	指標　生徒・保護者・教職員による校内緑化活動を、年に２回以上実施する。
	

	取組内容⑦【施策３　地域に開かれた学校づくりと生涯学習の支援】
読書習慣を身につけさせ、本を読む楽しさを味わわせる。
	Ａ

	指標　学校図書館と学級文庫の整備を進め、毎週２回以上朝の読書活動を行うとともに、
昼休みの図書館ボランティアの活用を推進する。
	


	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	◎取組の進捗状況

1 いじめ問題に関しては、未然防止と早期解決に向け「学校いじめ防止基本方針」に基づいて週１回主任級で、月１回全教職員で生徒に関する情報共有を行っている。

2 災害発生時には、自らの安全確保と支援者としての立場を自覚させるため、５月の土曜授業において、１年生は区役所の指導による防災研修、２年生は地域防災リーダー・女性防火クラブによる防災訓練、３年生は消防署による救急救命講習を実施した。
3 道徳の教科化に伴い、教科書を用いた読み物教材を年度末で２２時間実施できる。

4 情操教育の進展を図るため、芸術鑑賞会（演劇）を１０月に実施した。
5 社会的自立に向けた勤労観・職業観を育成することを目的に、１年生では「職業調べ」を実施した。図書やインターネットを活用して、各職種を深く掘り下げて調査した。２年生ではプロの職人に来校いただき、「ものづくり」を体験することができた。３年生では自己の進路を切り拓くために、公立高等学校の４つの学科（工業・商業・総合・単位制）について高校の先生より説明を受けた。さらに７月、一部の生徒対象ではあるが、地元在住の乳幼児に保護者とともに来校してもらい、保育体験学習を実施した。
6 学校元気アップ地域コーディネーターの力を借りて、社会総がかりの教育を実践している。そのごく一部として校内緑化活動を実施し、夏にはゴーヤ、冬には田辺大根を収穫した。

7 読書週間の定着に向け、図書館のみならず学級文庫の充実を図っている。朝の帯活動においても読書を取り入れ、週３回実施できた日も多い。

◎年度目標の達成状況

全市共通目標
1 １月の校内調査において、いじめが解消した割合は９８.４％【中間９７.２％】【目標９５％】
2 １月の校内調査において、「学校のきまり・規則を守っていますか」の肯定的回答は９８.０％【中間９７.２％】【目標９０％】

3 １月の校内調査において、今年度に入って暴力を複数回行う加害生徒数は１４．１％【中間８.１％】【昨年度０％】

4 １月の校内調査において、年度を通じて新たに不登校になる生徒の割合は２．０％【中間２.５％】【昨年度１％】

学校園の年度目標
1 １月の校内調査において、「学校へ行くのが楽しい」と回答した割合は７９．６％【中間８４.５％】【目標８３％】
2 １月の校内調査において、「先生はいじめや校内暴力など私たちが困っていることについて対応してくれる」と回答した割合は９６．５％【中間９３.３％】【目標８５％】

3 １月の校内調査において、「将来の夢や目標を持っていますか」の肯定的回答は７３．９％【中間６８.４％【全国７０.５％】

4 道徳の時間に、読み物資料（教科書）を使う授業数は１月末で２６～２７時間【年度末目標２２時間】

5 地域と合同の防災教育を、２年生において５月に実施した。【目標　年１回】

6 １月の校内調査において、「保護者や地域の人々といっしょになって学習や作業をすることがある」の肯定的回答は７０．７％【中間７０.１％】【目標５６％】

7 「授業以外に、週当たりどれくらいの時間、読書をしますか」に対して「３０分未満」と回答する割合は４１．９％【中間未測定】【目標３０％以下】



	次年度への改善点

	いじめについては、大きなトラブルは起きていないが、被害を感じている事案は０件とはなっておらず、引き続き未然防止と早期解決に取り組む。
不登校については、転出があったため数字的には中間期より減少したが、実質は変わっていない。一方、中間期からは新たに増えることはなかった。これ以上増加しないよう取組を継続していく。校区外から登校する生徒自身の通学負担や家庭訪問を行う担任や学年教員の負担も課題となっており、保護者との連携を強化する必要がある。

暴力を複数回行ったことがあると回答する生徒が相変わらず多い。最終的に中間期までの増加率よりは減少したが、件数は増え続けている。怪我をさせるほどではないにしても、冗談半分の行動がいじめにつながることを指導しなければならない。

自分の将来への展望が持てる生徒がやや増加し、全国レベルを超えることができた。しかし、展望を持てていない生徒も相当数おり、キャリア教育の充実を図る中で具体的な進路指導を行う。

地域の指導力はたいへん充実しているが、活動が多い分、ボランティアの確保が課題となっている。現在、学生ボランティアの増員を図っている。


大阪市立昭和中学校　令和元年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）


	年度目標
	達成状況

	【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】

全市共通目標（小・中学校）

・中学生チャレンジテストにおける標準化得点を、同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より向上させる。

・中学生チャレンジテストにおける得点が府平均の７割に満たない生徒の割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント減少させる。

・中学生チャレンジテストにおける得点が府平均を２割以上上回る生徒の割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント増加させる。

・年度末の校内調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を、前年度より増加させる。

・全国体テにおいて、特に課題である反復横跳び、ハンドボール投げの平均の記録を、前年度より向上させる。

学校園の年度目標

・年度末の校内調査において「授業で自分の考えをまとめたり、発表したりすることがある。」の項目について、「ある（どちらかといえば、ある）」と答える生徒の割合を85％以上にする。
・今年度の全国体テにおける合計得点を男女ともに大阪市平均レベルにする。
・年度末の校内調査において「自ら、予習や復習をしている。」の項目について、「ある（どちらかといえば、ある）」と答える生徒の割合を55％以上にする。
・給食の喫食率の向上をめざした取組を活性化し、体力を保持増進するための食育・体力づくりを推進する。
・大阪市「学校教育ＩＣＴ活用事業」先進的モデル校として、全教員が公開授業を実施し、ＩＣＴの活用を推進するとともに、プログラミング教育を充実させる。

	Ｂ


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【施策５　子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】
放課後等に自主学習時間を設定し、地域コーディネーターやボランティアと協力して、生徒の自主学習を支援する。
	Ｂ

	指標　定期テスト前に自主学習会を、土曜学習会も含めそれぞれ４日以上開催する。また夏季休業期間中に自主学習会を３日以上開催する。

	

	取組内容②【施策５　子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】
生徒が主体的に学ぶための環境整備を行う。
	Ｂ

	指標　学びの場としての放課後の図書館開放を週２回行う。
	

	取組内容③【施策６　国際社会において生き抜く力の育成】

ＩＣＴ活用先進的モデル校として、活用方法を研究し、授業を積極的に公開する。
	Ｂ

	指標　全教員が、ＩＣＴを活用した公開授業を年１回以上実施する。
	

	取組内容④【施策６　国際社会において生き抜く力の育成】
生徒がＩＣＴを活用し、表現する力を育成する。
	Ｂ

	指標　ＩＣＴ を活用して生徒が主体的に発表する場を、複数の教科において設ける。
	

	取組内容⑤【施策６　国際社会において生き抜く力の育成】
小学校の学びを踏まえ、国際化・情報化を見通したプログラミング教育を行う。
	Ｂ

	指標　プログラミング教育を指導計画に位置づけ、実践・公開する。
	

	取組内容⑥【施策７　健康や体力を保持増進する力の育成】
成長期にある生徒が、食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身につけることで、体力
の基礎となるよう食育を推進する。
	Ａ

	指標　年度末の調査で、学校給食の喫食率を向上させるための生徒の取組に対する相互評価において肯定的な回答を80％以上にする。
	

	取組内容⑦【施策７　健康や体力を保持増進する力の育成】

望ましい運動習慣を身につけ、基礎体力の向上を図るようにする。
	Ｂ

	指標　腕立て・腹筋・スクワットなどの補強運動を、毎回の授業において実施する。
	

	取組内容⑧【施策８　施策を実現するための仕組みの推進】
「校園内研修支援・ＯＪＴ事業」に則り、すべての対象教員が研究授業を実施し、指導力の向上に取り組む。さらにメンターを中心とした若手教員の研修を実施する。
	Ｂ

	指標　メンターを中心に、若手教員の自主研修を学期に１回以上実施する。
	


	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	◎取組の進捗状況

1 ボランティアに指導していただく定期テスト前自主学習会については、これまで各々４日間実施できた。また、夏季休業中の自主学習会も３日間実施できた。

2 主体的学習を行う場として、放課後の図書館開放を週２回実施できた。

3 学校教育ＩＣＴ活用拠点校として、全教員がこれを活用した授業公開を１回は実施できた。

4 生徒自身がＩＣＴを活用して主体的に発表する場を多く経験することにより、思考力・判断力・表現力を高めることができた。
5 情報化社会において力強く生きるためのプログラミング教育を、技術科の指導計画に位置付けて実施することができた。
6 成長期にある生徒が、食に関する正しい知識と行動を身に着けられるよう食育を推進し、７月の校内調査において、「給食は、残さず食べるように努力している」と回答した割合は８８．５％【中間８７.５％】【目標８０％】
7 基礎体力の向上をめざし、体育の授業において毎時、補強運動を行うことができた。

8 教員研修に関して、全員が研究授業を行うとともに、メンターを中心に若手教員研修を１学期に実施することができた。

◎年度目標の達成状況

全市共通目標
1 中学生チャレンジテストにおける３年生の標準化得点は１１３.１【昨年度１１５.５】

現２年生は標準化得点（未明）【昨年度１１１.５】
2 同テストにおける府平均の７割未満は１６.４【昨年度１３.５】
3 同テストにおける府平均の１２割以上は４１.１【昨年度４５.９】

4 １月の校内調査において、「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の肯定的回答は９２．１％【中間９１％】【昨年度８３％】

5 全国体テの結果　反復横跳び　男47.5　女51.2、　ハンドボール投げ　男48.1　女49.1
（昨年度結果　反復横跳び　男44.3　女50.7、　ハンドボール投げ　男49.0　女46.6）
学校園の年度目標
1 １月の校内調査において、「授業で自分の考えをまとめたり、発表したりすることがある」と回答する割合は８８．８％【中間８５.５％】【目標８５％】

2 全国体テについては今年度の結果が未明のため年度末に検証する。（目標：大阪市平均）
3 １月の校内調査において、「自ら、予習や復習をしている」と回答する割合は６６．９％【中間７１.０％】【目標５５％】

4 給食の喫食率向上と体力の保持増進を進めている。

5 全教員がＩＣＴを活用した公開授業を実施した。また、プログラミング教育も行っている。



	次年度への改善点

	体力調査の結果は、母集団が異なるため単純比較はできないが、全体的に向上傾向は見られる。秋の体育大会でも盛り上がりを見せ、運動に対する興味・関心が高い状態であることが感じられる。部活動については、週５日制の実施に伴い活動時間は減っているが、その分活動内容の精選に努め、スポーツに対する関心・意欲を削ぐことがないようにしている。また、地域の体育活動も盛んで多くの指導者がおり、高等学校へのスポーツ推薦を行うことも多いので、積極的な連携を図りたい。
学習指導では、公開授業をすべての教員に課し、その授業力向上に努めるとともに、グループ学習の導入、ICT活用などを積極的に取り入れ、単に生徒の知識の量を増やすだけでなく、思考力・判断力・表現力を育てることを念頭に置いた指導を進める。今後もアクティブ・ラーニング（主体的・対話的で深い学び）の取組を継続して進めていく。




評価基準　Ａ：目標を上回って達成した　　　　　　　　Ｂ：目標どおりに達成した


Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった
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